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今
年
の
中
学
の
入
学

式
で
は
新
入
生
に
向

け
、ち
ょ
う
ど
30
年
前

に
公
開
さ
れ
大
ヒ
ッ
ト

　

今
年
も
希
望
に
輝
く

新
入
生
を
迎
え
て
、
学

園
全
体
が
活
気
に
満
ち

と
な
っ
た
映
画
、
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
ザ
・
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
を
題
材
に
話
を
し
ま
し
た
。
映
画
の
２

作
目
で
描
か
れ
た
未
来
の
2
0
1
5
年
と
、

実
際
に
や
っ
て
き
た
2
0
1
5
年
の
違
い
は

大
変
興
味
深
く
、
現
実
が
想
像
に
全
く
追
い
つ

い
て
い
な
い
分
野
も
あ
れ
ば
、
通
信
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
、
想
像
を
は
る
か
に
超
え
て

進
化
を
果
た
し
た
分
野
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
絶
え
間
な
く
改
善
の
努
力
を
続
け
創

意
工
夫
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
人
や
社
会
は

想
像
を
超
え
て
成
長
、
発
展
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。
新
入
生
た
ち

に
も
こ
れ
か
ら
始
ま
る
西
大
和
学
園
で
の
学
校

生
活
に
お
い
て
、
日
々
の
努
力
や
様
々
な
経
験

を
通
じ
て
、
自
分
た
ち
が
想
像
し
て
い
る
以
上

の
成
長
を
遂
げ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
年
は
1
9
8
6
年
に
開
校
し
た

西
大
和
学
園
に
と
っ
て
も
、
創
立
か
ら
30
年
目

の
節
目
の
年
で
す
。30
年
前
の
創
立
当
初
、
こ

の
学
校
が
全
国
有
数
の
進
学
校
と
し
て
数
え
ら

れ
、
ま
た
大
学
ま
で
を
擁
す
る
総
合
学
園
と
し

て
大
い
な
る
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
を
誰
が
想
像

し
え
た
で
し
ょ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
先
も

ま
た
、
自
分
た
ち
が
想
像
す
る
以
上
の
成
長
を

遂
げ
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
を
続
け
、
日
本
の
教

育
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
と
な
る
よ
う
、
邁
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
西
大
和
学
園
に

対
し
ま
し
て
、
一
層
ご
注
目
い
た
だ
き
、
引
き

続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

に
日
本
一
の
学
校
に
成
長
す
る
出
発
点
と
な
る

年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
発
展

し
続
け
る
学
園
で
は
あ
り
ま
す
が
、
と
き
に
は

様
々
な
困
難
が
待
ち
受
け
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
必
ず
そ
れ
を
克
服
し
目
標
を
達

成
す
る
と
い
う
決
意
を
い
ま
ま
で
以
上
に
強
く

固
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
記
念
す
べ
き

年
に
入
学
さ
れ
た
中
学
・
高
校
生
の
諸
君
を
大

い
な
る
期
待
を
込
め
て
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
一

日
も
早
く
学
校
生
活
に
慣
れ
、
勉
学
や
課
外
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
友
人
を
つ
く
り
、
互

い
の
能
力
、
価
値
観
を
尊
重
し
あ
い
、
お
互
い

切
磋
琢
磨
し
、
興
味
の
あ
る
事
は
徹
底
的
に
追

求
し
、
自
分
の
視
野
を
広
げ
、
社
会
に
関
心
を

持
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

本
校
は
、
国
内
だ
け
で
な
く
国
際
的
に
活
躍

で
き
る
有
能
な
人
材
を
輩
出
す
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
応
し
た
多
彩
な
教
育

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
世
界
は
従

来
の
常
識
で
は
対
応
で
き
な
い
場
面
が
多
々
あ

る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
20
年
後
、
30
年
後
の
世

界
は
山
積
す
る
未
解
決
の
問
題
で
身
動
き
が
取

れ
な
く
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
中
に
あ
っ
て
一
流
の
知
性
と
行
動
力
発
信
力

が
あ
り
、
忍
耐
強
く
困
難
に
立
ち
向
か
う
人
物

が
待
望
さ
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
本
校
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
人
物
を

輩
出
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
西
大
和
学

園
は
30
歳
に
な
り

ま
す
。
今
ま
で
培
っ

て
き
た
実
績
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
、
ま
さ

溢
れ
た
新
年
度
を
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
し
た
こ
と

は
、我
々
に
と
っ
て
、大
き
な
喜
び
で
す
。今
年
、

西
大
和
学
園
で
は
、
創
立
30
周
年
の
記
念
す
べ

き
節
目
を
迎
え
ま
す
。
今
ま
で
築
き
上
げ
て
き

た
良
き
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
西
大
和
学
園
が

日
本
一
の
進
学
校
へ
の
ス
テ
ー
ジ
を
駆
け
上
る

好
機
を
手
繰
り
寄
せ
て
い
く
た
め
に
、
我
々
教

職
員
も
、
新
た
な
こ
と
に
も
勇
気
を
も
っ
て
果

敢
に
挑
戦
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
本
校
で
過
ご

す
数
年
間
こ
そ
が
、
最
も
多
感
で
、
人
生
の
方

向
づ
け
を
す
る
大
切
な
時
期
と
な
り
ま
す
。
皆

さ
ん
は
こ
の
間
に
、
自
分
を
知
り
、
自
分
ら
し

い
生
き
方
を
懸
命
に
追
い
求
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
将
来
、
社
会
に
お
い
て
果
た
す
べ
き
使

命
を
自
覚
し
、
志
を
高
く
掲
げ
、
明
確
な
目
標

を
持
ち
、
充
実
し
た
学
園
生
活
を
送
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。皆
さ
ん
に
は
、

一
人
一
人
優
れ
た
能
力
や
才
能
が
あ
り
、
大
き

な
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
可
能

性
を
信
じ
て
、
決
し
て
諦
め
る
こ
と
な
く
、
失

敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
、
そ
の
優
れ
た
能
力
を
開

花
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
保
護
者
の
皆
様
に
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
本
校
と
し
て
は
、
子
供
達
の
健
全
な

成
長
を
願
い
、
豊
か
な
個
性
を
育
て
て
い
く
た

め
に
は
、
学
校
と
家
庭
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
な
が
ら
も
、
相
互
に
補
完
し
合
い
、
連

携
を
密
に
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
な

こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後
と
も
引
き
続
き
、
本

校
教
育
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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京
都
大
学
合
格
者
数

京
都
大
学
合
格
者
数    

日
本
一

日
本
一    

 進  学
統括室

!

東
大
28
名
・
京
大
81
名
・

国
公
立
医
学
部
医
学
科
52
名

平
成
27
年
度
入
試
を
振
り
返
っ
て

平
成
28
年
度
入
試
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
、
本
校
の
京
都
大
学
合
格
者
数
が
81
名
と

な
り
、
全
国
1
位
、
日
本
一
を
達
成
し
ま
し
た
。
ま
た

東
京
大
学
合
格
者
数
は
28
名
で
全
国
19
位
で
し
た
。
東
京

大
学
・
京
都
大
学
の
現
役
合
格
者
数
は
71
名
と
な
り
ま
す
。

　

国
公
立
大
学
合
格
者
総
数
は
295
名
で
、
そ
の
内
、
国
公

立
大
学
医
学
部
医
学
科
合
格
者
は
、
京
都
大
学
（
4
名
）、

大
阪
大
学
（
2
名
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
東
北
大
、
福

井
大
、山
梨
大
、信
州
大
、岐
阜
大
、滋
賀
医
科
大
（
3
名
）、

神
戸
大
（
5
名
）、鳥
取
大
（
2
名
）、岡
山
大
、広
島
大
、

徳
島
大
、香
川
大
、九
州
大
、長
崎
大
、宮
崎
大
（
3
名
）、

福
島
県
立
医
科
大
、
横
浜
市
立
大
、
名
古
屋
市
立
大
、
京

都
府
立
医
科
大
、
大
阪
市
大
（
4
名
）、
奈
良
県
立
医
科

大
（
11
名
）、
和
歌
山
県
立
医
大
（
3
名
）
の
52
名
と
な

り
ま
す
。
ま
た
主
要
大
学
の
現
役
率
は
、東
京
大
学
71.4
％
、

京
都
大
学
63.0
％
、
大
阪
大
学
62.5
％
、
神
戸
大
学
66.7
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
校
の
大
半
の
生
徒
は
国
公
立
大
学
志

望
で
す
が
、
難
関
私
立
大
学
に
お
い
て
も
早
稲
田
大
学
44

名
、
慶
應
義
塾
大
学
32
名
が
合
格
し
、
難
関
私
立
大
学
医

学
部
医
学
科
に
は
、
慶
応
義
塾
大
、
順
天
堂
大
（
4
名
）、

東
京
慈
恵
会
医
科
大
、
大
阪
医
科
大
（
10
名
）、
関
西
医

科
大
（
5
名
）、近
畿
大
（
7
名
）、兵
庫
医
科
大
（
10
名
）、

産
業
医
科
大
な
ど
多
数
合
格
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
は
、
平
成
28

年
1
月
16
日
（
土
）・
17
日
（
日
）
に
実
施
さ
れ
る
予

定
で
す
。
新
課
程
入
試
２
年
目
と
な
る
こ
と
で
旧
課
程
履

問
題
と
な
る
構
成
へ
と
変
化
し
、「
数
学
Ⅱ
・
Ｂ
」
で
は
、

新
た
に
「
確
率
分
布
と
統
計
的
な
推
測
」
の
問
題
が
出
題

さ
れ
ま
し
た
。
理
科
②
の
各
科
目
は
、
旧
課
程
で
は
Ⅱ
に

あ
た
る
内
容
も
一
部
、
範
囲
と
な
り
出
題
範
囲
が
拡
大
し

ま
し
た
。
例
え
ば
、「
物
理
」
で
は
「
原
子
」
が
扱
わ
れ

た
り
、「
生
物
」
で
は
、
チ
ラ
コ
イ
ド
で
行
わ
れ
る
反
応

過
程
に
つ
い
て
の
出
題
が
あ
り
ま
し
た
。
平
均
点
を
み
る

と
、「
数
学
Ⅱ
・
Ｂ
」
は
14
点
ダ
ウ
ン
で
平
均
点
が
40
点

を
割
り
込
み
、「
地
理
Ｂ
」
も
11
点
ダ
ウ
ン
し
ま
し
た
が
、

一
方
「
国
語
」
は
20
点
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

国
公
立
大
学
の
志
願
者
数
は
、
約
47
万
5
千
人
と
な

り
確
定
志
願
倍
率
は
全
体
で
4.7
倍
と
昨
年
並
み
で
し
た
。

景
気
回
復
の
兆
し
が
見
え
始
め
た
と
い
う
も
の
の
、
受
験

生
の
安
全
志
向
、
地
元
志
向
は
引
き
続
き
根
強
く
、
全
体

的
に
安
全
志
向
の
受
験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
は
、
1

月
17
日
・
18
日
の
両
日
で
実
施
さ
れ
、
志
願
者
数
は
、

5
5
9,
1
3
2
人
と
昨
年
に
比
べ
て
1,
5
4
0
人
減

り
ま
し
た
。
志
願
者
全
体
に
占
め
る
現
役
生
の
割
合
は

81.4
％
と
な
り
前
年
度
よ
り
上
昇
し
ま
し
た
。
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
試
験
5
教
科
7
科
目
型
の
平
均
点（
900
点
満
点
）

は
、
文
科
系
は
、
昨
年
よ
り
9
点
ア
ッ
プ
、
理
科
系
は
、

昨
年
よ
り
1
点
の
ア
ッ
プ
と
な
り
昨
年
よ
り
易
化
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
か
ら
数
学
と
理
科
は
新
教
育
課
程
か
ら
の
出
題

と
な
り
内
容
の
変
化
が
注
目
を
集
め
ま
し
た
。「
数
学
Ⅰ
・

Ａ
」
は
、
課
程
の
移
行
に
伴
い
、
数
Ａ
の
各
分
野
が
選
択
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修
者
用
の
出
題
（
経
過
措
置
）
は
実
施
さ
れ
ず
、
現
役

生
・
既
卒
生
と
も
、
新
課
程
で
の
勝
負
と
な
り
ま
す
。
ま

た
数
学
・
理
科
に
加
え
、
英
語
・
国
語
・
地
理
歴
史
・
公

民
が
新
課
程
に
対
応
し
た
出
題
に
な
り
ま
す
。
特
に
英
語

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
た

出
題
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
試
験
は
出
題

量
が
多
く
、「
出
題
形
式
」
に
慣
れ
る
だ
け
で
な
く
、「
多

量
の
問
題
数
」
に
も
十
分
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
国
公
立
大
学
の
2
次
試
験
は
、
2

月
25
日
か
ら
の
前
期
日
程
試
験
、
3
月
12
日
以
降
の
後

期
日
程
試
験
に
分
か
れ
て
実
施
さ
れ
、
公
立
大
学
の
一
部

で
、
3
月
8
日
以
降
に
中
期
日
程
試
験
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
平
成
28
年
度
の
国
公
立
大
学
の
2
次
試
験
対
策
に

つ
い
て
は
、「
学
問
に
王
道
な
し
」
で
、
日
頃
よ
り
学
校

の
授
業
を
中
心
に
予
習
・
復
習
を
欠
か
さ
ず
行
い
、
基
礎

学
力
を
身
に
つ
け
、
早
め
に
不
得
意
科
目
を
克
服
し
て
教

科
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。
ま
た
高
校
２

年
ま
で
の
早
い
時
期
に
理
科
や
社
会
ま
で
完
成
で
き
れ
ば

か
な
り
有
利
に
な
り
ま
す
。
前
年
の
倍
率
等
の
入
試
結
果

の
デ
ー
タ
や
入
試
科
目
の
増
減
と
い
っ
た
情
報
を
気
に
し

す
ぎ
る
と
、
か
え
っ
て
激
戦
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。「
自
分
が
将
来
や
り
た
い
こ
と
」
を
最
優
先

し
、自
分
を
信
じ
て
努
力
し
、「
絶
対
合
格
し
て
み
せ
る
！
」

と
い
う
強
い
信
念
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
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学
校
行
事

中
1
明
⽯
海
峡
ブ
リ
ッ
ジ
ツ
ア
ー

中
2
イ
マ
︱
ジ
ョ
ン
⾳
楽

中
３
ア
メ
リ
カ
語
学
研
修
旅
⾏

⾼
1 

海
外
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

９
月
21
日
、
教
員
４
名
生
徒

16
名
で
、
橋
の
科
学
館
の
明
石

海
峡
大
橋
ブ
リ
ッ
ジ
ツ
ア
ー
に

参
加
し
ま
し
た
。
巨
大
な
吊
り

橋
で
あ
る
明
石
海
峡
大
橋
の
構

造
や
工
事
の
方
法
を
学
び
、
高

速
道
路
の
下
層
に
あ
る
点
検
用

通
路
を
歩
き
ま
し
た
。
明
石
市

側
の
主
塔
を
点
検
用
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
上
り
、
橋
全
体
を
張
っ

て
い
る
メ
イ
ン
ケ
ー
ブ
ル
を
間

近
に
見
な
が
ら
、
皆
で
地
上
約

　

平
成
26
年
10
月
27
日
か

ら
11
月
１
日
ま
で
高
校
１

年
生
は
、
ト
ル
コ
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
３
行
程
に
分
か
れ
、
海

外
探
究
旅
行
へ
と
出
発
し

ま
し
た
。

　

ト
ル
コ
は
イ
ス
ラ
ム
教

文
化
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
が
交

差
す
る
地
域
で
す
。
イ
ス
ラ
ム
の
寺
院
で
あ
る
モ
ス
ク
や
歴
史

を
感
じ
ら
れ
る
ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ア
博
物
館
と
ト
プ
カ
プ
宮
殿
を
見

学
し
て
、
日
本
と
は
異
な
る
歴
史
文
化
に
触
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
現
地
の
孤
児
院
の
子
供
達
や
高
校
生
と
の
交
流
、
B
&
S

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
現
地
大
学
生
と
の
散
策
を
通
し
て
、
ト
ル

コ
に
暮
ら
す
人
々
と
直
接
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
ト
ル
コ
で
活
躍
す
る
日
本
企
業
（
I
H
I
）
へ
企
業
訪
問

し
て
、
日
本
人
と
し
て
他
国
に
ど
う
貢
献
で
き
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

　
10
月
の
前
期
期
末
考
査
が
終
わ
っ
て
す
ぐ
、
中
学
３
年
生
は

渡
米
し
ま
し
た
。

研
修
旅
行
の
メ
イ
ン
で
あ
る
約

１
週
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
最

終
日
に
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
方
々
を
招
待
し
て
「
サ
ン

キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
」を
開
催
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
日
本
文
化
の

紹
介
と
し
て
、
空
手
や
剣
道
な

ど
を
披
露
し
た
後
、
最
後
に
は

「
ソ
ー
ラ
ン
節
」を
演
舞
。
１
ヶ

月
前
か
ら
放
課
後
の
教
室
で
練

習
を
積
み
重
ね
た
成
果
を
し
っ

か
り
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

鳴
り
止
ま
な
い
拍
手
の
中
、
マ
イ
ク
を
握
っ
た
生
徒
が
言
い
ま

し
た
。

「
よ
か
っ
た
ら
皆
さ
ん
も
踊
り
ま
せ
ん
か
？
ぜ
ひ
ス
テ
ー
ジ
に

上
が
っ
て
く
だ
さ
い
！
」

　

す
る
と
、ス
テ
ー
ジ
に
は
た
く
さ
ん
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
子
ど
も
達
が
！
実
は
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
期
間
中
に
各
家
庭

で
ソ
ー
ラ
ン
節
の
振
り
付
け
を
伝
え
た
り
、
パ
ー
テ
ィ
ー
の
合

間
に
練
習
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
て
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
い
た
の
で

す
。
生
徒
た
ち
も
会
場
全
体
に
広
が
っ
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
し

ま
し
た
。

　

笑
顔
に
溢
れ
、
会
場
が
一
体
と
な
っ
た
感
動
的
な
フ
ィ
ナ
ー

レ
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
、
中
学
２
年
生
は
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
音
楽
授
業
を
受
け
て

い
ま
す
。
授
業
で
い
ろ
い
ろ
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
練
習
し
ま

す
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
種
類
毎

に
、
評
価
さ
れ
ま
す
。
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
想
像
力
と

自
信
が
高
ま
り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル

リ
ー
ダ
ー
に
な
る
過
程
で
、
そ
の
２

つ
は
大
切
で
す
。

　

今
年
初
め
に
は
ダ
ン
ス
を
練
習
す

る
だ
け
で
は
な
く
自
分
た
ち
で
も
ダ

ン
ス
を
作
り
ま
し
た
。
最
初
ダ
ン
ス

を
作
る
こ
と
に
は
自
信
が
な
さ
そ
う

で
し
た
が
、
い
い
ア
イ
デ
ア
が
出
せ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
組
歌
い
た
い

曲
を
選
び
ま
し
た
。
大
き
い
声
で
笑
顔
で
歌
う
こ
と
に
苦
労
し

て
い
ま
し
た
が
、
英
語
の
発
音
と
音
程
は
良
か
っ
た
で
す
。

　

今
演
技
を
勉
強
中
で
す
。
最
初
の
頃
と
比
べ
る
と
、
自
信
と

想
像
力
が
出
て
き
ま
し
た
。
ど
ん
ど
ん
ゆ
と
り
も
出
て
き
て
い

ま
す
。                                （
ダ
ニ
エ
ル
・
コ
リ
ン
ズ
）

300
メ
ー
ト
ル
か
ら
の
眺
め
を
楽
し
み
、
地
球
の
丸
さ
を
体
感
し

ま
し
た
。

　

主
塔
を
建
て
た
あ
と
に
起
こ
っ
た
阪
神
淡
路
大
震
災
の
激
し

い
揺
れ
に
も
耐
え
、
地
層
が
ず
れ
て
橋
の
長
さ
が
変
化
し
て
も

部
品
の
再
設
計
で
乗
り
切
っ
た
と
い
う
お
話
を
う
か
が
う
に
つ

け
、
緻
密
で
立
派
な
建
造
物
が
背
負
っ
て
い
く
土
地
の
記
憶
の

重
み
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

工
学
分
野
の
体
験
学
習
と
し
て
今
年
度
か
ら
始
め
た
企
画
で

し
た
が
、
世
界
一
の
架
橋
を
完
成
さ
せ
る
ま
で
の
設
計
力
と
柔

軟
性
に
は
、
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
貴
重
な
学
習
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

By Daniel Collins
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S
S
H︵
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
︶

S
G
H
︵
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
︶

異
文
化
に
触
れ
て
自
分
を
知
る
と
い
う
貴
重
な
経
験
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
班
は
、
ま
ず
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
働
く
企
業
の
方
と
の
交
流
会
を
通
し
て
、
海
外
で
働
く
こ
と

の
楽
し
さ
・
や
り
が
い
・
苦
労
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
ジ
ョ
ホ
ー
ル
バ
ー
ル
学
校
交
流
、
マ

レ
ー
文
化
村
体
験
に
お
い
て
、
言
葉
は
な
か
な
か
通
じ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
、
民
族
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
身
振

り
手
振
り
で
会
話
を
し
、
一
緒
に
ゲ
ー
ム
や
サ
ッ
カ
ー
を
し
、

心
を
通
じ
合
わ
せ
有
意
義
な
交
流
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
イ
ス

カ
ン
ダ
ル
計
画
セ
ン
タ
ー
の
見
学
で
は
、
そ
の
巨
大
な
都
市
開

発
に
圧
倒
さ
れ
、
新
た
な
産
業
が
根
付
き
、
多
く
の
雇
用
を
伴

う
で
あ
ろ
う
そ
の
未
来
を
実
感
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

体
験
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
の
視
野
が
大
い
に
広
が
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
班
で
は
、
S
G
H
1
期
生
と
し

て
、
生
徒
た
ち
の
研
究
の
現
地
調
査
の
一
環
と
し
て
、
ベ
ト
ナ

ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
方
面
へ
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア

に
お
い
て
は
、
か
も
の
は
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
視
察
や
現
地
小

学
校
で
の
生
徒
交
流
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
は
戦
争
学
習
や
現

地
J
I
C
A
職
員
の
講
演
等
を
通
じ
て
、「
貧
困
と
は
何
か
」

「
私
た
ち
日
本
人
が
で
き
る
貢
献
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」
と

い
う
S
G
H
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
見
聞
を
広
げ
、
今
後

の
研
究
を
よ
り
現
状
に
沿
っ
た
も
の
に
す
る
き
っ
か
け
に
す
る

こ
と
が
で
き
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。

　

今
年
で
４
年
連
続
の
全
日
本
大
会
。「
国
際
大
会
（
i
n 

N
e
w 

Y
o
r
k
）
に
必
ず
駒
を
進
め
る
」
と
い
う
の
が
６

代
目
の
生
徒
た
ち
の
予
定
で
し
た
。学
内
で
練
習
会
議
を
重
ね
、

学
外
で
の
取
り
組
み
に
も
参
加
し
、
多
角
的
な
も
の
の
見
方
が

で
き
る
よ
う
な
視
点
が
増
え
、
自
信
と
熱
意
を
持
っ
て
大
会
に

臨
み
ま
し
た
。
彼
ら
は
積
極
的
な
言
動
を
繰
り
返
し
，
抜
群
の

存
在
感
を
発
揮
し
ま
し
た
。

し
か
し
今
年
の
大
会
は
例
年

と
何
か
が
違
い
ま
し
た
。
議

場
が
大
人
し
く
、
展
開
が
引

率
教
員
の
席
か
ら
は
分
か
り

辛
い
。
臆
せ
ず
彼
ら
は
声
を

あ
げ
て
理
路
整
然
と
主
張
を

続
け
、
他
校
の
先
生
方
か
ら

も
称
賛
の
嵐
で
し
た
。

　

し
か
し
結
果
は
敗
退
。
こ

れ
ま
で
の
敗
因
と
は
ま
た
別

の
敗
因
が
判
明
し
ま
し
た
。

全
て
は
７
代
目
に
託
し
、
こ
の
悔
し
さ
も
次
の
代
に
晴
ら
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
託
し
ま
し
ょ
う
！

れ
た
課
題
へ
の
解
決
方
法

を
学
び
ま
す
。
ま
た
、
中

3
は
中
学
の
集
大
成
と

し
て
、
興
味
あ
る
分
野
か

ら
独
自
の
課
題
を
見
つ
け

出
し
、
解
決
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
各
自
卒
業
研

究
を
行
い
ま
す
。
更
に
、

高
校
で
は
高
1
で
は

ト
ッ
プ
サ
イ
エ
ン
ス
に
対

応
す
る
た
め
の
知
識
や
技

術
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

　

本
学
の
S
S
H
で
は
中
高
一
貫
の
6
年
間
を
使
っ
て
、
論

理
的
思
考
力
や
批
判
的
精
神
、
社
会
還
元
性
の
育
成
を
体
系
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
中
1
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
観
察
会
や

明
石
海
峡
大
橋
の
見
学
な
ど
を
通
し
て
自
分
が
生
き
て
い
る
社

会
の
興
味
深
さ
を
、
中
2
で
は
ク
エ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
実
在

企
業
の
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
を
利
用
し
、
実
在
企
業
か
ら
与
え
ら

ン
の
仕
方
を
学
び
、
高
2
で
は
実
際
に
京
都
大
学
や
奈
良
先

端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
の
研
究
室
に
て
ラ
ボ
ス
テ
イ
を
行
い

ま
す
。
普
通
の
高
校
生
で
は
体
験
で
き
な
い
よ
う
な
レ
ベ
ル
の

高
い
環
境
や
人
々
に
感
化
さ
れ
、
将
来
像
の
実
現
の
た
め
に
生

徒
た
ち
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
今
年
度
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
た
S
G
H
事
業

の
第
１
期
生
が
受
講
し
て
い

る
S
G
研
究
Ⅰ
の
概
要
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
「
貧
困
の
原
因

究
明
と
日
本
の
役
割
を
考
察

す
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
も

と
に
貧
困
地
域
の
研
究
や
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り

方
な
ど
様
々
な
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
大
学
や
大
学
院（
東
京
大
・
大
阪
大
・
専
修
大
・
グ
ロ
ー

ビ
ス
経
営
大
学
院
）、外
務
省
・
J
I
C
A
、企
業（
J
E
T
R
O
・

鴻
池
運
輸
）、
本
校
教
員
の
諸
先
生
方
に
お
け
る
S
G
講
義
に

お
い
て
、
講
義
ば
か
り
で
な
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
取
り
入
れ

た
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
10
月
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
海
外
探

究
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
日
本
で
は
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
活
動
を
も
と
に

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
探
究
グ
ル
ー
プ
が
研
究
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
2
月
の
校
内
発
表
会
で
そ
の
研
究
内
容
を
発
表
し
ま
し

た
。
そ
の
研
究
内
容
を
さ
ら
に
次
年
度
の
S
G
研
究
Ⅱ
で
発

展
さ
せ
て
い
く
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
S
G
H
事
業

に
も
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

模
擬
国
連︵
全
⽇
本
⾼
校
模
擬
国
連
⼤
会
︶
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大
和
大
和
大
学
は
２
０
１
４
年
4
月
に
「
教
育

学
部
」

学
部
」「
保
健
医
療
学
部
」
の
2
学
部
体
制

で
開
学

で
開
学
し
ま
し
た
。

　
西
大
西
大
和
学
園
は
小
・
中
・
高
の
若
い
教
員

を
数
多

を
数
多
く
養
成
し
て
き
た
実
績
が
あ
り
、
ま

さ
に「
教

さ
に「
教
育
」は
得
意
分
野
。
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た

て
き
た
経
験
を
生
か
し
、
独
自
の
実
践
教
育

を
展
開

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。「
保
健
医
療
」
に

関
し
て

関
し
て
は
、
医
療
関
係
者
に
評
価
の
高
い
白

鳳
短
期

鳳
短
期
大
学
の
人
材
育
成
、
実
践
教
育
を
4

年
制
に
ス

年
制
に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
。
関
西
圏
の
大
規

模
病
院
と

模
病
院
と
連
携
し
て
、
よ
り
充
実
し
た
学
び

を
展
開
し

を
展
開
し
ま
す
。

　
ま
た
、
キ

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
か
ら

88
分
の
位
置
に

分
の
位
置
に
あ
る
最
寄
駅「
Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
」

か
ら
徒
歩

か
ら
徒
歩
77
分分
。
都
心
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

の
緑
に
囲
ま
れ

の
緑
に
囲
ま
れ
た
環
境
と
立
地
条
件
を
誇
り

ま
す
。

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
２
０

　
さ
ら
に
、
２
０
１
６
年
4
月
に
は
西
日
本

唯
一
の
政
治
経
済

唯
一
の
政
治
経
済
学
部
を
新
設
予
定
で
あ

り
、
大
和
大
学
は

り
、
大
和
大
学
は
一
大
総
合
大
学
へ
と
成
長

し
て
い
く
、
そ

し
て
い
く
、
そ
の
第
一
歩
を
ふ
み
だ
し
て
ま

い
り
ま
す
。

い
り
ま
す
。

　
小
・
中
・
高
の

小
・
中
・
高
の
教
員
を
め
ざ
す
な
ら
、
ま

た
、
看
護
・
リ
ハ

た
、
看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
の
資
格
を
め
ざ
す
な

ら
。
是
非
み
な
さ

ら
。
是
非
み
な
さ
ま
の
お
知
り
合
い
の
御
子

息
を
ご
紹
介
い
た

息
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
西
大
和
学
園
育
友
会
会
員
の
皆
様
、
こ
ん
に

ち
は
。
西
大
和
学
園
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
校
の
学

園
長
を
勤
め
て
お
り
ま
す
西
川
勝
行
と
申
し
ま

す
。
高
1
ア
メ
リ
カ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ら
び
に
中
３
語
学
研
修
で
は
、
米
国
内
の

研
修
の
企
画
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　
西
大
和
学
園
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
校
も
こ
こ
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
の
日
本
人
コ
ミ
ニ
ィ
テ
ィ
で
は
、

知
ら
な
い
人
が
い
な
い
ま
で
に
成
長
し
、
当

地
に
お
け
る
日
本
人
教
育
の
一
翼
を
担
っ

て
お
り
ま
す
。そ
れ
で
は
私
た
ち
の
学
校
、

Ｎ
Ａ
Ｃ
（N

ishiyam
ato　

Academ
y　

of　

California

）
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

創
立
23
年
目
の
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
唯
一
の
文
部

科
学
省
認
定
の
「
私
立
全
日
制
日
本
人
学
校
」

で
す
。
学
校
が
あ
る
の
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郊
外

の
ロ
ミ
タ
市
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
地
域

は
日
本
人
が
と
て
も
多
く
在
校
生
の
ほ
と
ん
ど

が
こ
の
地
域
の
日
系
企
業
の
駐
在
員
の
子
供

た
ち
で
す
。
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
13

学
年
で
約
160
人
の
子
供
た
ち
が
在
籍
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
２
０
０
２
年
に
開
校
し
た
土
曜

補
習
校
も
こ
の
４
月
に
は
560
人
に
な
り
全
日
NISHIYAMATO ACADEMY  of California

よ
う
に
が
ん
ば
る
子

よ
う
に
が
ん
ば
る
子

供
た
ち
を
育
て
て
行

供
た
ち
を
育
て
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す

き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
育
友
会
の
会

の
で
、
育
友
会
の
会

員
の
皆
様
方
に
は
、

員
の
皆
様
方
に
は
、

今
後
と
も
暖
か
い
ご

今
後
と
も
暖
か
い
ご

支
援
と
ご
声
援
を
賜

支
援
と
ご
声
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
、何
卒
、

り
ま
す
よ
う
、何
卒
、

宜
し
く
お
願
い
申
し

宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

上
げ
ま
す
。

制
、
土
曜
補
習
校
合
わ
せ
720
名
を
越
え
る
大

所
帯
に
な
り
、
学
校
全
体
が
活
気
に
満
ち
溢
れ

て
い
ま
す
。
土
曜
補
習
校
と
は
、
普
段
、
ア
メ

リ
カ
の
現
地
校
に
通
っ
て
土
曜
日
だ
け
日
本
語

と
日
本
の
教
育
を
受
け
る
た
め
の
学
校
で
、
駐

在
員
と
現
地
に
永
住
し
て
い
る
日
本
人
及
び
日

系
人
の
子
供
た
ち
が
た
く
さ
ん
通
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
Ｎ
Ａ
Ｃ
で
は
、
子
供
た
ち
の
個
性
を

個
性
を

伸
ば
し
、
豊
か
な
人
間
性
と
感
性
を
育
み
、
思

伸
ば
し
、
豊
か
な
人
間
性
と
感
性
を
育
み
、
思

い
や
り
の
あ
る
真
の
国
際
人
の
育
成
を
目
指
す

い
や
り
の
あ
る
真
の
国
際
人
の
育
成
を
目
指
す

こ
と
を
教
育
目
標
と
し
て
日
々
懸
命
に
取
り
組

こ
と
を
教
育
目
標
と
し
て
日
々
懸
命
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
カ
リ
フ
ォ

ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
で
日
本
の
本
校
の
皆
さ
ん
に
負
け
な
い

ル
ニ
ア
で
日
本
の
本
校
の
皆
さ
ん
に
負
け
な
い


